
1 

 

ＲＩＳＴＥＸ 平成２６年度  

コミュニティで創る新しい高齢社会のデザイン  

第４回領域シンポジウム 

平成２７年３月６日 金 

１０：００－１７：４５ 

よみうり大手町ホール 

 

Redesigning Communities 

for Aged Society 

Research Institute of Science  

and Technology for Society 

(RISTEX) 

社会技術研究開発センター 

 

プログラム から 

開会挨拶 

研究開発領域について 

秋山弘子 領域総括  

東京大学高齢社会総合研究機構特任教授 

平成２４年度採択プロジェクト成果報告   

２４年度採択プロジェクト ポスターセッション 

休憩 

平成２３年度採択プロジェクト成果報告・意見交換 

閉会挨拶 

ポスターセッション（平成２３、２４年度採択プロジェクト） 

平成２２年度採択４プロジェクトを含めた全１５プロジェクトによる 

 

◎研究開発領域について 

秋山弘子 領域総括  

東京大学高齢社会総合研究機構特任教授 

 

皆さまおはようございます。ご多忙のところお越し

いただきましてありがとうございます。今回は第４回

のシンポジウムになりました。 
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わたくし先月カタールのドーハで開かれました world innovation summit for 

health ＷＩＳＨとよばれております世界会議に参加してまいりました。そこには世界各

国から厚労大臣あるいは保健医療の関係者、研究者、産業界の方々が集まりまして、まさ

に世界の保健医療の課題についてのソリューションの考察を議論するという非常に活発な

有意義な会議でございました。 

その中でアフリカやバングラディシュのような国からの報告を聞いておりますと、発展

途上国といわれている国におきましても、死亡原因に生活習慣病が上位にあがってきてい

る。人口の高齢化はまさにグローバルイシューになっている。地球まるごと高齢化という

状況になっております。 

その中で世界の最長寿国である日本に対する期待をひしひしと感じて帰ったところでご

ざいます。そういう状況の中で、９０年あるいは１００年といわれております人生をなる

べく長く健康でハッピーでプロダクティブに生きる。そしてたとえ弱っても安心して快適

で最後まで自分らしく生きることができる社会をめざして、わたくしどもは研究開発をす

すめてまいりました。 

先ほどセンター長からもご紹介いただきましたが、平成２２年から３年間、毎年公募い

たしまして、１５のプロジェクトを採択して推進いたしております。本年度は２３年度に

採択いたしましたプロジェクトが終了したということでございます。 

高齢社会の課題は広範にわたりますけれど、なるべく３年間で重要な課題を広くカバー

できるようにという形で選考してまいりました。 
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図（右）に示しましたように、地理

的にも、残念ながら北海道からのプロ

ジェクトは採択できませんでしたが、

日本中の広い地域をカバーいたして

おります。 

本年度の進捗状況をマネジメント

の側から申しますと、一年に一度はサ

イトビジット、実際に訪問いたしまし

て実際にプロジェクトに参加する。地

域で活躍していらっしゃるステーク

ホルダーの方々、行政であったり産業

界であったり、住民の方もいっしょに意見交換をするということを、アドバイザーといっ

しょに進めて参っております。 

このプログラムも後半になっておりますので、とくにこれからはどのようにまとめてい

くか、どういう形で発信していくか。進行中から多くの自治体あるいは民間の団体から問

い合わせをいただいておりますけれども、そういう方々にいかにして有効な情報を提供し

ていくことができるかという会議を何回か、あるはワークショップを、メンバーの方たち

といたしております。 

もうひとつは「領域内委員会」を三つ設立しております。「アクションリサーチ委員会」

「情報発信委員会」「ネットワーキング委員会」で、終了後にはコミュニティーの高齢化課

題解決のリソースセンターを設立するという方向で努力しているところでございます。 

「アクションリサーチ委員会」は、昨年度にもご紹介いたしましたが、社会の中に課題を

見つけてその課題を解決する。その課題にかかわるステークホルダーといっしょに解決し

ていく。計画を立ててもそれを軌道修正しながら解決に導く。アクションリサーチといわ

れている手法ですが、実際にはまだ学問の領域で確立していない。それを学会のフォーラ

ムなどを通じて科学的な手法として確立する。 

現在、アクションリサーチの入門書をこの６月に出版するということで、ほとんど原稿

がそろったところでございまして、おそらく東大出版から出せると思います。 

「情報発信委員会」は、先ほど申しましたように、これまでのプログラムをいかに有効な

形で集積して発信するか。できたものを見るだけではなくて、いちばん参考になるのはプ

ロセスです。とくにうまくいったところだけでなく、うまくいかなかったところからも多

くを学ぶことができる。それをいかにして分かりやすい形で使いやすい形で発信していく

か、「情報発信委員会」で検討しているところです。 

最後の「ネットワーキング委員会」ですけれども、最終的にはリソースセンターをつく

りたいということでございます。まずは１５のプロジェクトでネットワークをつくってい

く。いまでもたとえば内閣府の「環境未来都市」であるとか、同じ志を持ってまちづくり
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をやっているほかの団体をネットワー

ク化して、ここに来ればまちづくりの情

報がえられるというセンターをつくり

たいと思っております。 

センターの主な業務内容はまだ案の

段階ですけれども、まちづくりの情報の

提供アーカイブですね。海外からの問い

合わせも非常に多いものですから英語

版もつくるということで、情報発信とネ

ットワークづくりを進めています。 

もうひとつはフォーラム。実際の支援も提供するという役割を持つものも実施したい。 

そして３番目は研修事業です。自治体や団体あるいは産業界に対して研究を誘致しよう

ということも考えております。 

４番目に「リビングラボ」です。いまやまちをつくるインフラを変えていくためには、

技術のイノベーションだけではなくて、ソーシャル・イノベーションの両方が必要である

ということです。そのためにはひとつの企業だけ、あるいは自治体だけ、大学だけでやる

のではなくて、アイディアを収集していっしょにやるというラボ、プラットホームをつく

るということ。こういうものを「ネットワーキング委員会」で検討中でございます。 

また今年度もわたくしどものまちづくり事業を認めていただきまして、いろいろ賞をい

ただきました。たとえば、今日午後に報告があります富山市の中林プロジェクトは歩行補

助カーがグッドデザイン賞をいただいた。農業の寺岡プロジェクトは第２回プラチナ大賞

で優秀賞を、また原田プロジェクトの「みんラボ」はＩＡＵＤの金賞を受賞、さまざまな

形で成果を認めていただいております。また昨年度終了しました小川プロジェクトは教科

書に掲載されるなど、さまざまな形で成果が普及していくのはうれしいことでございます。 

国際展開も活発でして、寺岡プロジェクトにつきましては、奈良県の傾斜地でのノウハ

ウを地中海のオリーブ栽培の方が見学にいらして、現地へ招待されまして、開発された台

車をトルコで実証しました。それからＯＥＣＤの国際会議でも取り上げられましたし、先

月は内閣府の「環境未来都市」の国際フォーラムがマレーシアでございまして、そこでの

プレゼンでマレーシア政府の高官からも一台是非という要望を受けております。 

平成２２年度採択の４プロジェクトはポスター紹介ですが、終了後も飛躍的な展開を見

せております。今年度終了いたしました５つのプロジェクトに関しましても、終了後にも

それぞれの継続計画プロジェクトもございます。 

そういう意味で、わたくしどものプロジェクトは終わりましても、引き続きご関心ご意

見をいただきたいと思っております。本日はかなり長い時間になりますけれども、ポスタ

ー・セッションも含めまして、３年間１５プロジェクトの進捗状況についてぜひお知りい

ただければとぞんじます。どうもありがとうございました。 
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平成２４年度採択プロジェクト成果報告  詳細は来月号に 

平成２４年度 採択プロジェクト 報告１ 

 

 

平成２４年度 採択プロジェクト 報告２ 
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平成２３年度採択プロジェクト成果報告・意見交換 詳細は来月号に 

平成２３年度 採択プロジェクト 報告１ 
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8 

 

平成２３年度 採択プロジェクト 報告４ 

 

 

平成２３年度 採択プロジェクト 報告５ 

 

 

平成２２年度採択プロジェクト紹介 終了分 

平成２２年度 採択プロジェクト 紹介１ 
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平成２２年度 採択プロジェクト 紹介２ 

 

 

 

 

平成２２年度 採択プロジェクト 紹介３ 
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平成２２年度 採択プロジェクト 紹介４ 

 

 

 

 

[ 再録 ]   ＲＩＳＴＥＸ－４a 

第３回領域シンポジウム 

平成２６年２月１１日 火・祝 １３：００－１８：００ 日経ホール 

「コミュニティの高齢化課題解決リソースセンター」構築に向けて 

◎進行  

秋山弘子（領域総括 東京大学高齢社会総合研究機構 特任教授） 

◎パネリスト 

村上周三（一般財団法人建築環境・省エネルギー機構理事長） 

斉藤徹（株式会社電通電通総研消費者研究部部長） 

井上剛伸（領域アドバイザー／国立障害者リハビリテーションセンター研究所福祉機器開

発部部長） 

木村清一（地域アドバイザー／東京大学高齢社会総

合研究機構学術支援専門職員／元柏市保健福祉部長） 

関根千佳（地域アドバイザー／株式会社ユーディッ

ト会長兼シニアフェロー／同志社大学政策学部・大学

院総合政策科学研究科教授） 

 

http://jojin.jp/files/2014/06/！！！ＲＩＳＴＥＸー４a.pdf

